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BEKOSPLIT°
信頼性が高く経済的で環境に優しい
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事L濁液浄化処理のための分解装置



油/水 乳濁瀬の効果的分離の

ための分解システム

乳濁液及びその他の汚水は製造工程並びに加工工程における副

産物として、しばしば大量に発生します。環境を悪化させ、健

康を害する産業残留物である乳濁液は、未処理の状態で下水溝

あるいは河川に放流することが禁じられています。それに対応

して立法機関は専門業者による廃棄処分あるいは発生現場での

浄化処理を義務付けています。

廃黒処分か、独自の浄化処理か?

選択肢の一つが専門のサービス業者による残留物質の廃棄処分

です。しかしほとんどの場合、現場 (つまり乳濁液の発生する

場所)に おける独力の浄化処理の方がずつと経済性が高いので

す。そのための前提条件は3つ の本質的な基準、すなわち環境

に優しいこと、経済性、そして確実性を満たす浄化処理方法で

す。この高い要求条件に応える包括的なソリユーシヨンを現在

B■KOSPLIT° が提供しています。

適用分野 「産業廃水」

多くの工程から出る廃水において、油と水の混合物は安定した

乳濁液を形成します。ここでは極めて小さな油粒子が水状相に

微細に分散しており、純粋に物理的な比重分離原理、例えば軽

量液分離システムあるいは癒着分離システムではとても間に合

いません。

B■KOSpLET° システムはそ

れに対して、乳化した油の混

じつた産業廃水に確実な浄化

処理技術を提供しています。

油、植物脂肪、動物脂肪並び

に多くの固体汚染物質等の水

に溶けない有機汚物を、天然

のアルミナ鉱物を添加するこ

とにより廃水から取り除き、

その中に含まれている重金

属、汚泥、顔料粒子を全て確

実に吸着します。

適用分野 「圧縮空気凝縮液」

潤滑油をさした圧縮機で空気やプロセス ・ガスを圧縮する際

に、油分の含まれた凝縮液が発生します。吸い込み状態が好ま

しくなかつたり、圧縮機の構造に合わない潤滑油が使用される

と、安定した乳濁液が発生します。油/水 分離システム、例え

ばOWAMATOι こよる浄化処理は乳濁液では不可能です。そ

れに対してB■KOSPLIT。 分解装置は圧縮空気システムから

発生する乳化した凝縮液の浄化に既に何百件と使用されて、そ

の実績を認められているのです。
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利点

油分を含む廃水のために特別に開発されたコンセプト

・乳濁液量の変動を考慮に入れている

・予備分別容器を組み合わせて遊離した油を除去

・わずかな分解斉」需要

0特 許許可された減圧室により予備分別装置内への廃水

のスムーズな給送が確保される。

O純 粋な油の分離が促進され、分離斉」の需要が著しく減

少し、フイルターの寿命がはつきりと伸長。

B■KOSPLIT° のディスプレイが電子制御された監視プロセスの経過

を表示。

バグフィルタによる濾過

oフ ィルター表面積が大きいために、フィルター残留物

の脱水度 が 高い

・濾過ケーク (フイルターに溜まる固まり)は 絞り尽くされた

固い残留物であり、そのまま廃棄できる

●バグフィルタによる濾過のためフィルター消費量がわずか

・簡単で迅速なフイルター交換

運転状況全体を電子監視

●マイクロプロセッサーにより処理経過をコントロール

0分 離剤の監視

・信号出力によリメンテナンス ・故障警報の処理が外部

から可能

●電子制御 監 視により自動運転を実現し、その結果人

件費を節約

約 11の 遊離油

3 kgのフイルター残

留物

99 7 1放 流できる廃

水

10001乳濁液の浄化処理における数値収支

暉境に優しい無毒な分離剤

・簡単で確実な配分

・適用範囲が広く効果の高い反応分離剤により、絶え間

ないPH値 調 整 は余計となる。化学薬品は従つて不要。

O取 扱いに保護措置は不要

・廃水の中に存在する他の物質 (汚物粒子、重金属)も 吸着

・通例、浄水の再処理は不要

・生成される濾過ケークは再利用又は問題なく熱処理廃棄

できる。

包括的な補機とサービスの提供

0使 用済みフイルターの乾燥のための乾燥ラック :重量を

低減して廃棄処分コス トを節約

0受 け槽と緩衝タンク

●BEKO点 検契約により、BEKOSPLIT。乳濁液分解装置

が絶えず起動できる状態にあることを保証する包括的

サービスを提供。ここで

BEKOは 12カ月毎に点検

を行う義務を負う。装置の

故障停止の際にはBEKO

サービス ・チームが遅くと

も48時 間以内に現場に

出向。

●包括的分析サービス

包括的分析サービスBEKO分 析
サービスは法律に定められた環境
規定の遵守を確保する。

B■KOSPLI冒 。中処理方法

輻 : ` , . ` , ( , (
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柔軟に分解 ・浄fヒ:

最大限に再利用

凝縮液送 り込み

廃水送 り込み

予備 給送 タ ンク

予備給送タンクを併置した BEKOSPLIで 12の 取り付け図

BEKOSPLElP

ファース トチョイス :B■KOSPLlr

B■KOSPLITЮ はその流量の多少を問わず常に、確実で効率的

な乳濁液浄化処理を保証します。BIKOSPLIT。 乳濁液分解装

置には様々なサイズがあり、メンテナンスの必要1生の少ない確

実な運転ができるよう設計されています。

それらのうち BIKOSPLIT° 11は 予備分別装置の内蔵を特

徴としており、B■KOSPL170 1 2/13/14は 、独立に作動

する分解ユニットとそれに対応するタンク要素を組み合わせる

ことにより、お客様特有の用途に合つたシステム技術を保証し

ています。

B■KO S P L I T。 ‐の処理方法による廃水の浄化は特に、乳化 し

た油の含有量が 1%未 満の油/水 予し濁液 に適 しています。

B■KOS P L I T Oは 、そこで発生するフイルターに溜まる固まり

(濾過ケーク)を 物質的に再利用できるために、ほぼ完全に廃物

の出ない極めて環境に優しい浄化処理システムとなつています。

B■KOSPLIT° 13内 部
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B■KOSPLIT° 処理方法

手し濁液は特許許可された減圧室11}を経由して、廃水の予備浄化

が行われる予備給送タンク (予備給送容器はB■KOSPLI冒 。

11に 内蔵)に 送り込まれます。比重分離システムにより、

給送量に変動があつても、遊離した油分が確実に分離されま

す{2}。

油の吐き出し13)は自動的に

行われ、その際に個々のレ

ベル状態がBEKO製 センサ

ーにより監視されます。特

別に開発された容量性電子

監視装置は、空気と油と乳

濁液を区別することができ

ます。そのため、乳濁液が

油回収容器に入つたり、遊 ベントナイ トによる微片形成

離した油分が分解プロセス内に到達したりすることはあり得ま  タ ーヘと流れ込み、

せん。

メンテナンスに手間のかかるコス トの高い他の方法とは違つて、

B■KOSPLIT° 乳濁液分解装置には以下のような納得のゆく利

点があります :

0簡 単な取扱い

0確 実な浄化処理

・経済的な操業

0メ ンテナンスの消費量がわずか

浄化されるべき廃水はホースポンプにより B■KOSPL170の

反応室に送り込まれます。そこでは分解剤ベン トナイ トを添加

することにより、廃水が完全自動処理されます。この無害で効

果の高い粉木状分解斉」は、配分ユニット(4}からきつちりと調整

された量だけ、乳濁液内に

入れられます{5)。

引き続いてたつた 1つ の工

程内で乳濁液の分解と分離

が実現します。分解された

油と汚物粒子は分解剤によ

リカプセル化されてフィル

ターで濾過できるマクロ微

片となります。これらは排

出溝を通過 してバグフィル

そこで濾過されます。

流れ出る水は今や汚染物質を取り除かれて下水網へ放流でき

ます。

B■KOSPLIで 11の 機能方法

B■KOSPLIT0 1 2‐ 14の 機能方法
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技術データ
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B■KOSPLIT0 1 1 B■KOSpLIT0 1 2

追加装備 :

0様 な々サイズ1600/10001)の予備給送タンク、圧縮

機凝縮液のための減圧室と自動油分離装置

{BEKOSPLIP 1 2′ 13′ 14の み)

技術的変更権及び誤 りを含む場合の訂正権は留保 します。

XP ES00 003 J 2000年 9月現在有効

BIKOSpL目 lP 13 und 14

「
Ｔ
Ｉ
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Ｉ
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「
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コ
「
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１

補機 :

0受 け槽

0使 用済みフイルターの乾燥のための乾燥ラック

・オーバーフロー (余乗」液吐き出し)

セツトIB■KOSPLITO‖ |

BEKOSPLET0 1 1 BEKOSPLET0 1 2 BEKOSpLET0 1 3 BEKOSPLIT0 1 4

装入量 (連続)、最大値

付属の圧縮機容量、最大値 12′5m3/min 25m3/mln 50 mO/min 75 mO/mn

内蔵予備分別容器

反応容器容量 121

分解斉」容器容量

バグフィルタ容量 2x601

自重 48k9

入 力電圧 100 240V 100V/110V/200V又 は230Vが 可能

入力電力 く100 VA く100ヽ/A く 100 VA く100ヽ/A

給送管接続 C ] / 2 C 1 / 2 G 1 / 2 G 1 / 2

水吐き出 し口 1 1 1 l

住所 :lm TOubenl。|ア
D-41468 Neuss

電言舌:  +492131988‐ 0
フアックス: +492131988‐ 900

1)9-ivl: www.beko de
E-/-)f: beko@beko.de
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